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山口阿東森林組合 
管轄区域の森林概況 
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阿東地域民有林の概況 

人工林率は県平均

44％を上回る56％ 

人工林 天然林 竹林 その他 計 

(ha) 人工林率 (ha) (ha) (ha) (ha) 

12,800 56% 9,660 258 322 23,040 
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山口県民有林の概況 

人工林 天然林 竹林 その他 計 
(ha) 人工林率 (ha) (ha) (ha) (ha) 

186,982 44% 221,866 12,038 4,719 425,605 
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出典：平成26年度 山口県森林・林業統計要覧 

(ha) 



搬出間伐に踏み出す契機となった 
「我河内モデル」の取り組み 

県主導による「モデル団地」の設定 

（H19年度） 

「プロジェクト員」として参加！ 

「搬出間伐」への 

取り組みを強化！！ 

我河内団地 



本日、お話しするテーマ 

Ⅲ 団地化 

Ⅱ 機械化(作業システム) Ⅰ 組織改革(人材の育成) 



Ⅰ 組織改革(人材の育成) 

“搬出間伐”

①現業職員制度による 
「搬出間伐作業」の専属化 

モチベーションの向上
スキルの向上

班員自らが自発的なミーティングを実施 
ミーティングの状況 



Ⅰ 組織改革(人材の育成) 

②「搬出間伐班」の再編 

最大で３ヶ所

直営① 

直営② 

請 負 

 

直 営 
 

請 負 

現場の状況に 

応じた「小隊」

で作業を実施 

従来型 再編後 



Ⅰ 組織改革(人材の育成) 
③ 主任ポストの創設 



Ⅱ 機械化(作業システム) 

機械名 年　式 規　格

① プロセッサ 平成19年 0.25 ｍ3

② プロセッサ 平成25年 0.25 ｍ3

① フォワーダ 平成15年 3 t

② フォワーダ 平成20年 3 t

③ フォワーダ 平成23年 3 t

このほか、ザウルスロボ１台、グラップル２台を保有 



搬出間伐の実施状況 
(ウインチによる木寄せ：開作西ヶ輪公社造林地) 

「伐倒」作業と並行して「木寄せ」作業を行います。 



搬出間伐の実施状況 
(プロセッサによる造材：開作西ヶ輪公社造林地) 



搬出間伐の実施状況 
(フォワーダによる造材：開作西ヶ輪公社造林地) 


